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八鉾自治振興センターの廃校リノベ—ションをきっかけとして、昨年度から本格的な交流事業に着

手しつつ当区においては、地域の自然環境や木造施設のやさしさ等は、子供たちの健全な養育環境と

して最適であるとの思いから、このたび、これらの自然環境・施設を活かした子育て世代・子どもの

交流事業を推進することになりました。

この事業の当面の目的は次の３つです。

（１）次世代を担う若者や子どもに愛着をもってもらう地域づくり

（２）若い人が暮らしやすい地域づくりのための情報入手の機会とする

（３）若い人が行ってみたいと思える交流センターにしていく

また、主な実施内容は「施設の整備」と「当面の行事の開催」等は以下のとおりです。

（１）施設の整備

①2階の交流施設の一室に「キッズスペース」を設ける

②木のぬくもりのある玩具を用意する

③図書室に子ども向けの絵本等を用意する

④屋外に安全な遊具等を整備する

（２）当面の行事の開催

①男女共同参画講座（パパママ育休サロン）…庄原市主催・・・8月7日(土)

②子育て支援センターとの交流事業・・・ガーデニング教室（秋花の植栽）後

③口和満月マルシェの誘致・・・夏～秋頃

④ベビーグッズづくり（創作教室とタイアップも検討）

（３）情報発信

①施設等を掲載したチラシづくりと配布

②ホームページ、フェイスブック、インスタグラムでの情報発信

地域の将来を担う子どもたちは地域の宝です。当区では地域全体で子供たちの成長を応援していこ

うとの思いで、今年度から「やほこ振報」で小学生を紹介するなどの活動を始めました。第2段目の取

組みは、八鉾地域のみならず広く近隣の子育て世代の方や子どもたちが楽しく集え過ごせる場所を提

供していこうというものです。

少子高齢化で子どもたちの姿が珍しくなった今日、楽しく子ども同士で遊ぶ機会も少なくなってお

りますので、当区では、このような時代に子育て世代の人が子どもたちとともに楽しく過ごせる場所

づくりを行います。

どうか、皆さんに楽しくご利用いただきますようご案内します。



２．八鉾自治振興センターへ「ブルーベリー」を植えます

①実施日時 令和3年10月23日（土）　　10時～15時位まで（弁当を注文する予定）

②実施場所 八鉾自治振興センター

③事業参加者 地域の小中学生、ガーデニング教室の皆様、及び地域住民の皆様 
a.

b. また整備したガーデンは、自然観察や体験学習の場として利用する。
a.

　

b. 指導は、国営備北丘陵公園の専門インストラクターに依頼する。

新聞、テレビ等に取り上げられるよう積極的にPRする。

　当日の作業を円滑に進めるため、以下については事前に準備する予定です。

①穴掘り（直径60㎝、深さ50㎝）と、土への完熟バークの混ぜ込み。

②土壌改良剤（ピートマス）の準備。

① ④ 植栽場所… 印

②

③ 予定している「ブルーベリーの品種」

サザンハイブッシュ系

2　ページ

ノーザンハイブッシュ系

振興区会員が中心となって、地域の小中学生とともに環境緑化を行い、
緑化がもたらす魅力について理解を深め、参加者の交流を行う。④目　的

「ひろしまさとやま未来博2017」のシンボルプロジェクトの「廃校リ
ノベーション」として行われた「庄原市八鉾自治振興センター」改修後
の敷地内のフェンス沿いに「ブルーベリー50本」を植付け、庄原さとや
まオープンガーデン参加者等の自然観察や体験学習に供する。

⑤内　容

小中学生の皆さんには、生涯学習の「一日
体験学習」としてブルーベリーの植樹を行
う予定です。
良い思い出づくりになれば良いと思ってい
ます。

①マスコミ報道

オープンガーデン等も含め振興センターに
出入りされる人には、自由にブルーベリー
を採取してもらい楽しんでいただきたいと
考えています。
但し、お持帰りはご遠慮いただこうと思っ
ています。

②看板の設置
広島県みどり推進機構 緑の募金事業の助成を受けた事業であることを表示
する。（手作り看板を予定）

グランド

（1）計画概要

今年度取組んでいるオープンガーデンを目指したガーデニング事業の一環で、県の「みどりづくり

の活動支援事業」の助成金をもってブルーベリーの植栽を予定していましたが、このたび、その支援

事業が採択され、いよいよその植栽をすることになりましたので、この「ブルーベリーの植栽」の概

要をお知らせします。

具体的には、別途「ブルーベリー植樹会」として地域の小中学生の皆さんの体験交流を含めた詳細

計画を立ててご案内しますので、区民の皆様のご協力をよろしくお願い申し上げます。

（2）付帯する取組み

（3）事前に実施すること

（4）その他

振興センター本館 屋体

展
示
室



３．ＪＲ線あれこれ（現状報告）

①

②

①

②

４．地域マネージャー業務の進行状況
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いま芸備線では庄原市が運賃助成（1団体5人以上、2/3助成）、車窓からのフォトコンテス
ト（Ｒ4年1月31日まで募集）に取組まれております。
木次線では上記関係者会で「落合から横田方面」と「横田方面から落合方面」へのツアーに
取組もうということで、落合側からは7月26日に西城町観光協会、八鉾・西城両自治振興
区、庄原市等で下見に行くこととしております。

横田側からのツアーは横田側で決めることとなっておりますが、これにより木次線の利用促
進と八鉾・西城側への交流に期待が持てます。

芸備線は庄原市の「芸備線の存続に関する協議会」に、西城町自治
振興区連絡協議会から永橋則夫さんに参加いただいております。

木次線は有志が発起された「木次線県境付近関係者会」に、片山会
長、高原油木自治会長、柳生事務局長が参加しています。

写真

当区の本年度事業計画には「観光事業者等とタイアップした誘客（ＪＲ線活用を含む）」を掲げて

おります。ＪＲ線に関し、芸備線についてはJR西日本から関係する県及び市へ庄原（山内）～新見

（神代）間の在り方についての協議への参加要請があった旨マスコミ報道され、木次線については

「奥出雲おろち号」の運行を2023年度で終える方針がJR西日本から示され、これに対応するため島

根・広島両県と沿線5市町でその存続要望と木次線全体の活性化について意見交換するとマスコミ報

道されました。

①ガーデニング教室とパークゴルフについては、9～10月の開催日を調整し、7月5日付の生

涯学習だよりでご案内しました。詳細は別途ご案内しますので多数ご参加ください。

また「子育て世代・子ども向け交流事業」「ブルーベリー植樹会」は前記のとおりです。

以上のように芸備・木次線は県レベルまで巻き込んだ協議が進められる状態となっておりますが、

八鉾自治振興との関り等について報告します。

（1）交流事業関係

②情報発信については、ホームページ、フェイスブック、インスタグラムにより動画（YouTube）

5本をはじめ写真による情報発信を継続しております。

③6月には「ひばごんだより」（地域外への広報紙）を、故郷への思いを寄せてもらう取組み

を含めて156件発送しました。心のこもったメッセージをお寄せいただいております。

8月には、メッセージを振興センターに掲示したいと思います。

（2）野菜販売関係

今年もタマネギの供給が始まり、6月のタマネギの供給は150kgとなりました。今年もベト病

で地域の収量が落ちているようです。尚、新たに5名の皆さんが今年からタマネギやその他の野

菜を供給くださることとなり喜んでおります。

（3）自主防災、防犯関係

自主防災組織は八鉾落合自治会をモデルに行うことで、自治会で取組みが開始されました。防

犯は、モデル的にセンターへ設置する防犯カメラの技術的な仕様を検討しております。

（1）八鉾自治振興区のJR線活性化活動への参加

（2）JR線活性化への取組

区民の皆様におかれましては、JR線活性化に関する庄原市の取組や、今後、皆様にご案内する木次

線ツアー等にご参加いただきJR線を盛上げてくださいますようよろしくお願い申し上げます。

④鉄道グッズも徐々に増えておりますので、その一例の写真を掲載します。



５.｢地域の小学２年生」…「平尾祥大（しょうた）さん」「横路咲空（さら）さん」紹介

・ 元気に大きくなってほしいです。

・

・ お手伝いをしてくれる優しい子です。

・

６．令和3年度の西城町自治振興区連絡協議会の事業について

・

・ 「であいとふれあいフェア」「ふるさと祭りへの参加」

※「庄原市西城町民新年互礼会」は中止となりました。

ご家族の方から ひとこと

社協とタイアップしてチャリティ大会と兼ねて実施。時期別途決定

家族や周りの人に助けてもらって成長しているので、将来は人
を助けることができる優しい子になってほしいです。

ご家族の方から ひとこと

食事の時に食器を配ったり、食べ終わった食器を片づけたりし
てくれます。

・

実施予定で中止となった事業

情報交換会

町民ＧＧ大会

実施の方向、時期未定、（テーマ）｢教育の町西城｣を目指した学校等との交
流事業の取組みについて
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八鉾の小学生児童は6名で、前号のやほこ振報ではピッカピカの1年生として板倉舞華さんを紹介し

ました。この紙面では低学年から高学年へと学年別に紹介していこうとのことで、今回は2名の2年生

「平尾祥大さん」と「横路咲空さん」にインタビューさせていただきました。

新型コロナ禍、今年度の通常総会の議案も書面決議で可決されました。

この環境下、各事業については西城・八鉾両自治振興区で都度協議して行っていくこととなり、こ

の度、主要事業について以下のとおり実施等していくことになりましたのでご連絡します。

子供たちの取材活動で感じることは、地域に子どもがいるということは実に良いこと。応援してる

から頑張ってね！との気持ちが自然に湧いてくることです。

この活動を通じ、清々しい気持ちを与えてくれる子どもたちや、ご両親に感謝をしております。

●学校で好きなお勉強は何ですか？ ・「図工です」

●学校の給食はおいしいですか？ 何が一番好きですか？

・「おいしいです」「鶏肉のおろしダレかけが好きです」

●学校から帰ったら何をしますか？

・「読書です」「図鑑などを読みます」

●お母さんの料理で好きなものは？

・「ほうれん草のみそ汁が好きです」

●大人になったら何になりたいですか？

・「まだ考えていませんが、工作が好きです」

●学校で好きなお勉強は何ですか？

・「体育、図工、水泳です」

●学校の給食はおいしいですか？ 何が一番好きですか？

・「おいしいです」「カレーライスが好きです」

●学校から帰ったら何をしますか？

・「YouTubeを見ながら、お菓子を食べます」
●お母さんの料理で好きなものは？

・「シチューが好きです」
●大人になったら何になりたいですか？

・「おばあちゃんと同じ看護師になりたいです」

ご家庭の愛情をたっぷりとあびてすくすくと成長されている平尾さん、横路さん。今後も、頑

張って楽しい小学校生活を過ごしてください。ありがとうございました。

次回は小学３年生を取材する予定です。

平尾祥大さん

横路咲空さん


